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熱
ねっ

中
ちゅう

症
しょう

にかかってしまったら、どうする？?

１ すずしいところへいどうする。
風
かぜ

通
とお

しのいい日
ひ

かげや、
室
しつ

内
ない

に入
はい

ろう。
2
からだを
冷
ひ

やす。
氷
こおり

や水
みず

でぬらしたタオル
をからだにあてたり、う
ちわであおいで風

かぜ

を送
おく

っ
たりする。

3 水
す い

分
ぶ ん

と塩
え ん

分
ぶ ん

を
おぎなう。
水
すい

分
ぶん

と塩
えん

分
ぶん

をとる。※塩
えん

分
ぶん

濃
のう

度
ど

は0.1～0.2％。
からだをなかから冷

ひ

やすことができるので、冷
ひ

えているもののほうがいい。

•よびかけへの返
へん

事
じ

がおかしい。
•まっすぐに歩

ある

けない、すわれ
ない。
•からだがけいれんしている。
•からだが熱

あつ

い。
•意

い

識
しき

がない。

すぐに救
きゅう

急
きゅう

車
し ゃ

を
よんでもらおう。

きほんの応
おう

急
きゅう

しょちは３つ！ 
しっかり頭

あたま

に入
い

れておくのじゃ
ぞ。そしてすぐに先

せん

生
せい

や大
お と な

人
の人

ひと

をよぶのじゃ。

調
ちょう

子
し

が悪
わる

くなったら、自
じ

分
ぶん

から先
せん

生
せい

やま

わりの人
ひと

にいおう。また、まわりにようす

のおかしい人
ひと

がいたら、応
おう

急
きゅう

しょちをしたり、

先
せん

生
せい

をよんだりしよう。

•めまい、立
た

ちくらみがす
る。
•筋

きん

肉
にく

がピクピクしたり、
足
あし

がつったりしていたい。
•大

たい

量
りょう

にあせをかく。

応
お う

急
きゅう

しょちをして、
ようすをみよう。

•頭
あたま

がいたい。
•気

き

持
も

ちが悪
わる

い。
•はき気

け

がする、はく。
•からだがだるい。
•力

ちから

が入
はい

らない。
•なんだかようすがおかしい。

応
お う

急
きゅう

しょちをしたら、
先
せ ん

生
せ い

やおうちの人
ひ と

に病
びょう

院
い ん

に連
つ

れて行
い

ってもらおう。

「こんなときは２」の症
しょう

状
じょう

に加
くわ

えて、

こんなときは１ こんなときは２ こんなときは３

学
がっ

校
こう

では保
ほ

健
けん

室
しつ

へ
知
し

らせるのじゃ！
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屋
おく

内
ない

でも注
ちゅう

意
い

しよう

熱
ねっ

中
ちゅう

症
しょう

になったときのからだの冷
ひ

やしかた
ヨボウ仙

せん

人
にん

の知
ち

恵
え

ぶくろ

熱
ねっ

氷
こおり

の入
はい

ったビニー
ルぶくろ

冷
ひ

えた水
みず

の入
はい

った
ペットボトル

まどを開
あ

け
て風

かぜ

を通
とお

す。
カーテンをしめて
日
ひ

差
ざ

しをさえぎる。

エアコンやせ
んぷうきを利

り

用
よう

する。

水
すい

とうを持
じ

参
さん

して
いつでも水

すい

分
ぶん

をと
れるようにする。

タオルに包
つつ

んだ保
ほ

冷
れい

剤
ざい

わきの下
した

太
ふと

もものつけね

首
くび

のつけねなど皮
ひ

ふのすぐ下
した

に太
ふと

い血
けっ

管
かん

がある
場
ば

所
しょ

を冷
ひ

やすと、体
たい

温
おん

が下
さ

がりやすいよ。

熱
ねっ

中
ちゅう

症
しょう

は蒸
む

し暑
あつ

いところな
らどこでもなる可

か

能
のう

性
せい

があ
る。体

たい

育
いく

館
かん

でスポーツをす
るときや、調

ちょう

理
り

実
じっ

習
しゅう

などの
教
きょう

室
しつ

での活
かつ

動
どう

、しめ切
き

った
音
おん

楽
がく

室
しつ

などでも注
ちゅう

意
い

が必
ひつ

要
よう

だよ。

ふせぐには……

体
たい

育
いく

館
かん

など 家
か

庭
てい

科
か

室
しつ

など

屋
おく

内
ない

だからといっ
てゆだんしないで、
こまめに水

すい

分
ぶん

をと
るのじゃ。


